
令和４年度第１回伊賀市環境審議会 議事録  

  

１ 開催日時 令和４年５月６日（金） 午後２時３０分～午後４時３０分   

２ 開催場所 伊賀市役所 

３ 出席委員    

区  分 氏 名 備考 

 森 西 博 美 上野商工会議所 

条例第１５条 

第２号委員 

（団体被推薦者） 

松 本 み や 子 伊賀市商工会 

 増 田 基 宏 伊賀森林組合 

 澤 野 政 子 伊賀市男女共同参画ネットワーク会議 

 東  久 男 伊賀ふるさと農業協同組合 

 上 出 通 雄 伊賀市環境保全市民会議会長  ※副会長 

 寺 島 貴 根 三重大学准教授        ※会長 

条例第１５条 

第３号委員 

（学識経験者） 

塚 脇 逸 子 元伊賀市生活環境部参事 

 立 花 義 裕 三重大学教授・現在委嘱期間内 

 

４ 審議会内容 

・協議会成立報告  

 事務局、委員９名中、９名の出席を確認し、伊賀市環境基本条例第１８条第２項により会議の

成立を報告。   

・議事録署名者の任命について 

事務局より、森西 博美 委員、 塚脇 逸子 委員を議事録署名者に任命する。 

・これまでの経緯とスケジュールについて 

資料１について事務局より説明した。これに対しての委員からは意見無し。 

・環境基本計画案の確認について 

 資料２、資料３、資料４について事務局より説明した。これに対しての委員からの意見は以

下のとおり 

該当 

箇所 
意見内容 

3 
「環境」「社会」「経済」とあるが、他の個所では「環境」「経済」「社会」

の順になっているので統一すること。 

7 「地域循環共生圏」と「ローカル SDGｓ」はイコールではない。 



7 

「ローカル SDGｓ」、「流域圏ＳＤＧｓ」、また、Ｐ28には「地域（ローカ

ル）ＳＤＧｓ」と、用語がたくさん出てきているが、整理して統一してはどう

か。 

9 「８ 計画の対象地域」の本文の改行位置を修正。 

10 

伊賀市の地図について、市外の人は伊賀市の位置がわからなないので、近畿圏

の中に伊賀市を示すような地図を追加してはどうか。出来れば木津川流域が示

されているとよい。 

12 肉用牛の生産額の単位要確認。 

12 
製造品出荷額等のなかで、「約 7,994億円増加」⇒「約 7,994億円に増加」で

はないか。 

12 第三次産業の枠内、：の位置を揃えて見やすくしてほしい。 

16 光化学オキシダントについての記述がいいわけのように感じる。 

18 気候についての説明の順番を整理すべき。 

19 
「…スギ、ヒノキが多く存在しています。」の「存在します」に違和感がある

ので、別の言い方がないか。 

27 
「４ 望ましい環境像及び基本目標・環境目標・具体的施策」 

⇒「４ 望ましい環境像及び基本目標・基本施策」 

29 

温室効果ガスの指標、ごみ排出量の指標と同様、一人当たりの指標を示せない

か。人口が減少すれば排出量は減っていくかもしれないが、一人ひとりが削減

に取り組むことが必要。せめて文章の中で、一人ひとりの CO２排出に言及する

ことが出来ればいい。 

31 
太陽光パネルの設置について、市街地の建物の屋根につけるなどは良いが、山

を切り開いてなど、自然環境を破壊して設置することが問題となっている。 

31 

ページ下部のイラストを見ると、太陽光パネルの隣に風車が描かれていること

から、太陽光パネル等の「等」には風力発電も含まれていると理解する。風力

発電についても周囲の環境への配慮が必要だ。 

34 

「・食品ロスの削減を行う。 

 ・食べる以上に作りすぎない。作る以上に購入しない」 

を一行にまとめてはどうか。 

34 
プラ容器やペットボトルの削減の為には、マイボトルや紙容器が有効だと思う

ので、一項目追加できないか。 

35 「このような豊かな自然環境は…」の文頭を一文字空ける。 

35 
「オオサンショウウオが多数生息しています。」 

→「オオサンショウウオが多数棲息しています。」 

38 
「BODは全体として満足はしているものの」の「満足」に違和感。別の表現はな

いか。 

41 動画視聴件数。市職員が全員見れば、このような数字ではないはず。 

42 人材育成に関して、職員数をこれ以上減らさないよう要望したい。 

42 
「公民館講座」について、各地区公民館が閉鎖されている中では、違う表現は

ないか。 

47 予算を増やしていく心意気が必要。 

コラム 

P6、ガソリン車から電気自動車に代えればいいという問題ではない。 

電気自動車の生産時や充電に電気が必要となる。伊賀市に発電所はないが、発

電時の課題について意識するべき。 

コラム 

P8、海面の上昇は南極の氷が解けるだけではない。 

気温が上昇すれば海水温が上がり、容積が膨張するので海水面が上昇する。温

暖化が原因なのは違いないが、南極の氷だけの問題ではない。 

コラム P7、災害についても、海水温の上昇が原因となっている。 



コラム 
P9。「開発行為」＝「破壊行為」。環境教育が重要であるという話に繋げて書

いてほしい。 

コラム 
芭蕉の話題を追加してはどうか。 

四季、「生物季節」が変化している。季語と結び付けて解説できないか。 

 以上の意見について事務局にて追記・修正を検討する。 


